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彙 報 (昭和53年4月 ～昭和53年6月)

人事異動

昭和53年

4月1日 池田輝司を事務官(情 報管理施

設資料室)に 採用

野村雅一を助教授(第5研 究部)

に採用

八村廣三郎を助手(第5研 究部)

に採用

小谷義郎(大 阪大学施設部建築

課建築第二掛設計主任)は,管 理

部施設課建築係長に昇任

小林正志(大 阪大学工学部総務

課庶務掛広報連絡主任)は,管 理

部企画課事業係長に昇任

田邊繁治(第2研 究部助手)は

第2研 究部助教授に昇任

坂東 慧(北 海道大学附属図書

館整理課長)は,情 報管理施設技

術室長に配置換

百々忠夫(管 理部企画課事業係

長)は,管 理部庶務課庶務係長に

配置換

関本照夫(第5研 究部助手)は

第2研 究部助手に配置換

三浦猛夫(情 報管理施設技術室

長)は,大 学入試センター事業部

情報処理課長に配置換

篠田隆夫(管 理部庶務課庶務係

長)は,大 阪大学学生課体育掛長

に転任

鋳物良雄(管 理部施設課建築係

長)は,神 戸大学施設部建築課工

事計画掛長に転任

5月1日 菅 龍彦(大 阪大学理学部人事

掛)は,管 理部庶務課人事係に転

任

谷ロ康昭(管理部庶務課人事係)

は,大 阪大学医学部人事掛に転任
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6月16日 安富治夫(管理部展示課製作係)

は,管 理部会計課経理係に配置換

河野正俊(管理部会計課経理係)

は,文 部省大臣官房会計課経理班

に併任

客員研究部門担当教官

昭和53年度における国立民族学博物館客員

研究部門担当教官は,下 記のとおりである。

(4月1日 現在)

第1研 究部

教 授 佐口 透(金 沢大学法文学部)

助教授 宮田 登(筑 波大学歴史・人類学

系)

講 師 高取正男(京 都女子大学文学部)

第2研 究部

教 授 石井米雄(京 都大学東南アジア研

究センター)

教 授 中根千枝(東 京大学東洋文化研究

所)

助教授 青木 保(大 阪大学入間科学部)

助教授 松園万亀雄(横 浜国立大学教育学

部)

第3研 究部

教 授 大林太良(東 京大学教養学部)

教 授 山口昌男(東 京外国語大学アジァ

・アフリカ言語文化研

究所)

助教授 谷 泰(京 都大学人文科学研究

所)

助教授 長島信弘(一 橋大学社会学部)

第4研 究部

教 授 増田昭三(東 京大学教養学部)

教 授 佐藤信行(広 島大学総合科学部)

助教授 米山俊直(京 都大学教養部)

助教授 牛島 巌(筑 波大学歴史・人類学

系)

助教授 畑中幸子(金 沢大学法文学部)

第5研 究部

教 授 木村重信(大 阪大学文学部)

教 授 長尾 真(京 都大学工学部)



助教授 田中二郎(京都大学霊長類研究所)

助教授 崎山 理(広 島大学総合科学部)

館 内各種委員会

昭和53年4月1日 付で,下 記 のとお り昭和

53年 度館内各種委員会 の編成を行 った。(○

印は委員長,*は 委 員長 のみ定置の委員会)

1.定 置委員会

展示委員会

○大給近達,祖 父江孝男,加 藤九詐,君 島久

子,大 塚和義,松 原正毅,守 屋 毅,松 山

利夫

映像 ・音響委員会

○杉本尚次,友 枝啓泰,福 井勝義,須 藤健一

関本照夫,中 牧弘允,桜 井哲男,大 森康 宏

吉本 忍

情報 システム委員会

○佐 々木高明,大 給近達,杉 田繁治,栗 田靖

之,小 山修三,山 本順人,福 川圭子,八 村

廣三郎

図書委員会

○竹村卓二,和 田祐一,杉 村 棟,松 澤員子

宮本 勝

研究部運営委員会

○祖父江孝男,中 村俊亀智,端 信行,和 田

正平,小 谷凱宣,江 ロー久,野 村雅一,石

森秀三,小 川 了

編集委員会

○加藤九柞,伊 藤幹治,竹 村卓二,垂 水 稔

黒田悦子,田 邊繁治

広報委員会

○君島久子,垂 水 稔,藤 井龍彦,秋 道智彌

大胡 修,泉 幽香

「,月刊 みんば く」編集委員会

○祖父江孝男,石 毛直道,小 山修 三,山 本紀

夫

資料 整理委員会

○佐々木高明,中 村俊 亀智,石 毛直道,松 原

正毅,藤 井知昭,大 塚和 義,松 山利夫,吉

田集而,山 本紀夫,櫻 井哲男

映像 ・音響資料選定委員会*

で

○佐 々木高明,和 田祐一,杉 本 尚次,藤 井知

昭,大 森康宏

出版委員会*

○ 伊藤幹治,垂 水 稔

大学 院委員会*

○和田祐 一・

2.ワ ーキ ング ・グループ

データ ・バ ンク作成

○佐 々木高 明,杉 田繁治,栗 田靖之,小 山修

三,松 澤員子,山 本順人,福 川圭子,八 村

廣三郎

JACIS(JapaneseCultureInfbrmation

System)

○祖父江孝男,栗 田靖之,杉 田繁治,松 澤員

子,小 山修 三,守 屋 毅,大 胡 修

総合(展 示)目 録編集

○ 中村俊亀智,佐 々木高 明,祖 父江孝男,大

給近達,端 信行,栗 田靖之

各個研究

昭和53年 度におけ る各個研究の研究課題 は

下記 のとお りである。(*は 客員研究部 門担

当教官)

第1研 究部

祖父江孝男一 日本人パーソナ リティの再

検討:他 民族 との比較再考

お よび時代 的変化 ・地域差

の分析

君島 久子一 華南における種族集団 と民

間伝承の研 究一 伝承 と水

神一

竹村 卓ニー ヤオ族の文化生 態学的研究

一 焼畑移動耕作民の社会

的適応の構造一

加藤 九詐一 ロシア ・ソビエ ト民族学史

*高取 正男・一..一一..H本の古代文献 にみ られ る

禁忌意識の展開一 死生の

忌 みを 中心に一

日本の仏教民俗 としての修

正会,修 二会の乱声 神

霊出現 の音響 と演出一
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*佐 ロ 透一 新彊 ウイグル人の民族文 化

史一 文献的研究を中心に

中国 イスラム 社 会 の研 究

守屋 毅一 芸能概念に関す る基礎的研

究一一 民間祭式習俗 に見出

され る 「っ くりもの」 につ

いて一

大塚 和教一 アイヌの イクパスイ(酒箸)

と飲酒儀礼

小 谷 凱宣一 アラスカ ・エスキモーの考

古学 的研究のま とめ

考古学資料の効果的利用 の

ためのデ ータ ・ベース研究

*宮田 登一 束 アジアにお ける民間信仰

の比較研 究

中山 和男一 二L一 ギニァ高地のWild

Manに おけるシンボ リズ

ム

松 山 利夫一 わが国における物質文化の

変容 と生活様式 の変化に関

す る研究一 その2岐 阜

県飛騨地方 の事例一

バ ラノファジー研究

大胡 修一 日本村落社会 の構造的特質

についての研究 その1

一 海村社会 にお ける構造

的特質一

ミクロネシアおよび 日本 に

おける海村社会の比較研究

中牧 弘允一 ハ ワイ日系人の宗教 に関す

る研 究

宗教運動 にお ける祭の比較

研究

煎本 孝一 カナダ国サスカチ ワン州 ワ

ラス トンレイク地区におけ

るチペア ン ・インデ ィア ン

の生態入類学的研究

第2研 究部

佐々木高明一 照葉樹林文化 の比較研 究

一 その多角的分析一

南島における農耕技術 の比

較研究一 そ の基礎的分析
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*石井 米雄一 南方上座 部仏教 サンガの比

較研究

*中根 千枝一 イ ンド ・ヒマ ラヤ地域 にお

ける諸社会の比較研究

友枝 啓 泰一 上流 アマゾン流 域 諸 族 の

Ayahuasca利 用に関す る

民族誌的研究

松澤 員子一 パ イワン族首長制一 その

儀 礼 的 地 位 と権威 の分析

田邊 繁治一 タイお よび ラー ンナータイ

稲作農村の民族誌 的研究

松原 正毅一 トル コ系諸民族の社会構造

栗 田 靖之一 用具一 行動を通 じての生

活様式論一

藤 井 知昭一 アジアにお ける民族 音楽 の

比較研究一 その1一

愛 知県北設楽郡における民

俗音楽 の研究

杉村 棟一 イス ラム教圏(イ ラン)に

おける伝統文化の変容

*青木 保一 都市の 「イメージ」の人類

学 的研究

土着主義的宗教運 動の研究

*松園万亀雄一 南西アジァ遊牧社 会の社会

構造の比較研究

東 アフ リカ,バ ン トゥー諸

族の社会構造 と宗教

吉 田 集而一TobaBatak族 のEthno・

medicineお よびFolkclassi・

ficationに 関する研究

秋道 智彌一 日本産魚種(海 産)の 方言

に関す る民族学的研究

吉本 忍一 イン ドネ シアにおけ る緋 の

研究

東南アジァにお ける織機 の

研究

関本 照夫一 中部 ジャワ農村 におけ る社

会的 ネッ トワークと社会的

象徴

第3研 究部

伊藤 幹 治一 日本文 化の構造分析



家族 国家観の社会人類学的

分析

和田 祐 二重言語生活 の諸問題

*大林 太良一 ユーラシアにお ける戦神 の

信仰 と神話

東 アジア,東 南 アジアにお

ける神聖王権

*山 口 昌男一 西 アフ リカの トリックスタ

ー神話の構造分析

端 信行一 ドゥル族社会における交換

の諸形態

和 田 正平一 儀礼 の比較分析一 一東 アフ

リカの イ ラク族 を 中 心 に

江 ロ ー久一 北カメル ーンのOralLite-

rature

フルベ族の物質文化

福井 勝義一 アフリカにおける牧畜民の

社会生態とシンボリズムの

研究
*谷 泰一 環地中海地域の農牧にかか

わる象徴表現の比較分析
*長島 信弘一 ケニアにおけるテソ族の民

族史

大森 康宏一 映画による日本文化再発見

映画による海外在住日本人

の研究一 適応過程の分析

須藤 健 中央カロリン諸島における

伝統的カヌーに関する研究

小川 了一 フルベ族(セ ネガル)の 説

話に関する言語民族学的研

究

山本 紀夫一 南アメリカにおける根栽農

耕文化の比較研究1.物

質文化の比較研究一 とく

に農耕具・加工道具を中心

に一

第4研 究部

大給 近達一 視覚人類学の方法論におけ

る文明論的表現について

文化における空間認知の形

式について

杉本 尚次一 オセアニアにおける居住様

式の研究1・ トレス海峡地

域を中心 として

ヨーロ ッパの民家研究一

野外博物館の民家を中心 に

中村俊亀智一 日本列 島におけ るカゴ細工

の系統的研究一 とくに四

国,九 州,沖 縄地方につい

て一MPS,CA等 の測定

装置による民具資料の色彩

分析
*増田 昭三一16世 紀中央 アンデス農耕社

会の民族誌
*佐藤 信行一 アンデス農牧社会の民族学

的研究

黒田 悦子一 メソ ・アメ リカの祭 りの研

究

藤井 龍 彦一 中央 アンデス地帯先 コロン

ブス期の石器文化

小 山 修 三一 入類学の計量化

*米山 俊直一 社会(集 団)の 名称 の整理

と分析

*牛 島 巌一 ミクロネシア ・ヤ ップ島の

交換体系

*畑 中 幸 子一 パ プァ ・ニ ューギニァにお

けるソーシャル 。ムーブメ

ン ト

石森 秀三一 中央 カロ リン諸 島にお ける

伝統的航海術の民族学的研

究

第5研 究部

*木村 重信一 先史美術の入間的 ・社会的

機能

アフ リカの部族社会 におけ

る芸術 と宗教

*長尾 真一 親族 関係データの計算機 に

よる処理方式

民族学用語収集に関す る計

算機利用

垂水 稔一 結界 および結界現象の文化

入類学的考察

石毛 直道一 料理文化 の比較研究

東部 イ ン ドネシア,ニ ュー

ギニアにおける生活様式 と

物質文化の研 究
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野村 雅一一 身体の文化人類学的研究

杉 田 繁治一 自然言語(音声言語 も含む)

の機械処理に関す る基礎的

研究

*田中 二郎一 アフ リカの狩猟採集民につ

いての狩猟技術 の比較研究

アフ リカの遊牧民 に関す る

生態入類学的研究

*崎山 理一 ミクロネ シア西部の言語 と

フィ リピン,イ ンドネシァ

東部の言語 とはどのように

連続するかの比較研究

ミクロネシァ西カロ リン群

島の言語間に見 られ る激 し

い相違 はどのような理 由に

起 因す るかの史 的研究

イ ン ドネシア語,ジ ャワ語

と日本語 との間 の表現法に

関す る対照研究

櫻井 哲男一 韓 国 ・済州島の民俗音楽 の

研究

泉 幽香一 年 中行事再考一 韓 国農村

生活におけ る結合契機をめ

ぐる諸問題 その1.一

福川 圭子一HRAFの リフ ァ レ ンス 作

成 とファイルの利用法の開

発

宮本 勝一 フィ リピン諸種族の生活空

間の比較研究

山本 順 人一 音楽デ ータ ・ベースに関す

る研究

八村廣三郎一 地図情報の計算機入力,処

理および表示 に関す る基礎

的研究

共同研究活 動

昭和53年 度 にお ける共 同研究班の研究課題

お よび班員は,下 記の とお りである。(五 十

音順,*は 共 同研究員 として委嘱 した館外研

究者)

「澁澤敬三の漁村研究」
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代表者一 祖父江孝男

班 員一 秋道 智彌 伊藤 幹治

梅棹忠夫 杉本 尚次

須藤 健一 松原 正毅

米山 俊直

「``うつわ"お よび"うつわ"に 関係する用具

の製作をめぐる共同研究」

代表者一 中村俊亀智

班 員一*磯 崎 正彦 大塚 和義
*岡村吉右衛門*車 政弘

*後藤 勇雄*沢 田 正昭

*近森 正*坪 郷 英彦

*降旗 英史*松 本 敏子

*宮内 葱*山 本 忠尚

*芳井 敬郎 吉本 忍

「黒アフリカにおける物質文化の比較研究」

代表者一 和田 正平

班 員一*赤 阪 賢*阿 部 年晴

江ロ ー久*大 森 元吉

小川 了*掛 谷 誠
*川田 順造 田中 二郎

長島 信弘 中牧 弘允
*西村 滋人 端 信行

*日野 舜也 福井 勝義

*松井 健*森 淳

米山 俊直*和 崎 春日

「北方民族誌研究における日本人の役割(そ

の1.近 世を中心として)」

代表者一 加藤 九柞

班 員一 大塚 和義*荻 原 眞子
*黒田信一郎 佐口 透

*佐々木利和*原 山 煙

*堀 直*山 田 信夫

「計量的方法による民族音楽の研究」

代表者一 藤井 知昭

班 員一*小 島 美子 櫻井 哲男

杉田 繁治*徳 丸 吉彦

長尾 真*梁 島 章子

山本 順人

「新大陸の狩猟民文化に関する研究」

代表者一 大給 近達



班 員一*大 貫 良夫*岡 田 宏明
*蒲生 正男 黒田 悦子

小谷 凱宣 小山 修三

松山 利夫*山 浦 清
*渡辺 仁

「東南アジァにおける慣習法の研究」

代表者一 石井 米雄

班 員一*池 端 雪浦*石 澤 良昭

大林 太良*梶 原 景昭
*北原 淳 関本 照夫

田邊 繁治*田 村 克己
*千葉 正士*土 屋 健治

*友杉 孝 松澤 員子

宮本 勝*吉 川 利治

「ミクロネシァにおける日本文化の受容過程

に関する文献研究」

代表者一 杉本 尚次

班 員一 秋道 智彌 石毛 直道

石森 秀三 牛島 巌

大胡 修*斎 藤 尚文

須藤 健一*中 村 基衛

畑中 幸子

「愚きものを中心とした民間信仰の研究」

代表者一 伊藤 幹治

班 員一 石毛 直道 石森 秀三
*小松 和彦*杉 藤 重信

須藤 健一 松原 正毅

宮田 登

「華南における少数民族の伝承に関する基礎

資料の調査および蒐集と分類」

代表者一 君島 久子

班 員一*蒲 原 大作 佐々木高明

竹村 卓二*直 江 広治
*中江値佳子*新 島 翠

*伴 幸子*村 井 信幸

*渡辺弥栄子

「有用植物の民族植物学的 ・辞書的研究」

代表者一 佐 木々高明

班 員一*倉 田 悟*小 林 昭雄

小山 修三*阪 本 寧男
*清水 建美*田 中豊三郎

*中尾 佐助 福井 勝義

*堀田 満*松 谷 暁子

松山 利夫*安 田 喜憲
*山口 裕文 山本 紀夫

吉田 集而 和田 祐一

「ハルマヘラ島の民族誌的研究」

代表者一一 石毛 直道

班 員一 大胡 修 崎山 理

佐々木高明*堀 田 満

松澤 員子 山本 順人

吉田 集而 和田 祐一

「ペルー国リマ市天野博物館所蔵品の整理・

研究」

代表者一 藤井 龍彦

班 員一梅棹 忠夫*加 藤 泰建
*寺田 和夫 藤井 龍彦

「民族学におけるコンピュータ利用について」

代表者一 栗田 靖之

班 員一*池 田 秀人*岩 本 圭甫

小山 修三 佐々木高明

杉田 繁治 祖父江孝男

垂水 稔 長尾 真

八村廣三郎 松原 正毅

山本 順入

「沿オホーツクの物質文化に関する比較研究」

代表者一 大塚 和義

班 員一*池 上 二良*宇 田川 洋
*岡田 宏明 加藤 九詐

*加藤 晋平 小谷 凱宣

*萱野 茂 祖父江孝男

*其田 良雄 中牧 弘充

*藤本 強*藤 本 英夫

*藤村 久和 煎本 孝

「経済人類学の理論的研究」

代表者一 端 信行

班 員一 石森 秀三 泉 幽香
*大塚 忠 栗田 靖之

*栗本慎一郎*深 野 康久

*吉沢 英成

「民俗文化における象徴的表現の比較概究」

代表者一 田邊 繁治
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班 員一*赤 阪 賢　 石井 米雄

石毛 直道*岩 田 慶治

大森 康宏 小川 了

佐々木高明 杉本 尚次

関本 照夫*高 谷 好一

竹村 卓二*近 森 正

端 信行　 松原 正毅

吉田 集而

「コンピュータによるタイ語古代法典(三 印

法典)の 総辞索引の作成 とその活用」

代表者一 杉田 繁治

班 員一*赤 木 攻 石井 米雄

*石澤 良 昭*植 村 俊亮

栗田 靖之*坂 本 恭章

佐 々木高 明 田邊 繁治

「牧畜社会の比較研究」

代表者一 谷 泰

班 員一梅棹 忠夫*片 倉もと子

加藤 九詐*川 瀬 豊子
*小林 茂　 佐口 透

*佐藤 俊　 田中 二郎

*富川 盛道*野 澤 謙

野村 雅一　 福井 勝義
*福川胎一郎*松 井 健

松原 正毅*山 田 信夫

和田 正平

「民間説話 の比較研究」

代表者一 君島 久子

班 員一一*浅 井 亨*稲 田 浩二

*遠藤 庄治　 大林 太良

*岡 節三 小川 了

*小沢 俊夫*笠 井 典子

*立石 憲利*田 中 榮一

*前 田 東雄*三 原 幸久

*宮本 正興

「心理人類学の理論的研究」

代表者一 祖父江孝男

班 員一*井 上 忠司*榎 本 稔
*江淵 一公*斉 藤久美子

*佐々木雄司*濱 口 恵俊

*藤岡 喜愛*星 野 命
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「人類学における映像および視覚表現に関す

る方法論」

代表者一 大給 近達

班 員一 秋道 智彌*岩 井 宏實

大胡 修　 大森 康宏

櫻井 哲男　 谷 泰

山本 順人

「"茶の文化"に 関す る総合的研究」

代表者一 守屋 毅

班 員一 石毛 直道*熊 倉 功夫

佐 々木高明*角 山 栄

*橋本 実*林 恵一

*藤 岡 喜愛　 福井 勝義

*村井 康彦　 吉田 集而

「東アジァの祭祀と芸能」

代表者一 高取 正男

班 員一 泉 幽香　 伊藤 幹治

桜井 哲男　 佐藤 信行

関本 照夫　 垂水 稔

中牧 弘允　 藤井 知昭

守屋 毅

「西アジアにおける文化変容一 民族と音楽
一 」

代表者一 藤井 知昭

班 員一 江ロ ー久　 櫻井 哲男

杉村 棟*鈴 木 道子
*高橋 昭弘　 龍村あや子

松原 正毅*馬 渕卯三郎
*水野 信男*山 口 修

「土着主義的宗教運動の基礎的比較研究」

代表者一 友枝 啓泰

班 貴一 青木 保　 秋道 智彌
*荒井 芳廣　 石森 秀三

伊藤 幹治*井 上 順廣
*島薗 進　 関本 照夫

長島 信弘　 中牧 弘允
*吉原 和男

合同研究会

昭和53年

6月14日 「HRAFに ついて」

福川 圭子



海外 にお け る研 究 ・調 査 ・収 集 活 動

氏 名 出 発 帰 国 行 先

杉 村 棟(第2研 究部 助 教 授)53.4.1053.10.9ア メ リカ合 衆 国

田邊 繁 治(第2研 究部 助 教 授)53.4.1553.5.25タ イ,ビ ル マ

梅棹忠 夫(館 長)53.6.653.7.2ブ ラジル

須 藤 健 一(第3研 究部 助 手)53.6.1553.9.25ア メ リカ合 衆 国信 託 統 治 領 マ リ

ア ナ諸 島,カ ロ リン諸 島,ア メ

リカ合 衆 国

石 森 秀三(第4研 究部 助手)53.6.1553,9.17ア メ リカ合 衆 国信 託 統 治 領 マ リ

ア ナ諸 島,カ ロ リン諸 島,ア メ

リカ合 衆 国

吉 田 集 而(第2研 究 部 助手)53.6.2555.6.24ア メ リカ合 衆 国

来 館 者 抄

昭 和53年

4月1日 西村 朝 日太 郎(早 稲 田大 学 教 授)

中 山 千 代(文 教 大 学 女 子 短 期

大学 部 助 教 授)

5日 周 達 生(神 戸 中華 同文 学 校)

藍 瑛(同 上)

ブ イル ー ズ ・バ ーゲ ル ザデ(イ

ラ ン考古 局 総 裁)

池 田 次 郎(京 都 大 学 教授)

6日 田中 実(慶 応 大 学 教授)

7日 川 村 俊 蔵(京 都 大 学 教 授)

AhmadMAHYuDDIN(イ ン ドネ

シ ァ ・ア ンダ ラス大 学 理学 部 長)

11N河 合 雅 雄(京 都 大 学 霊 長 類研

究 所 長)

24日JuliaL.MuRRAY(Research

Assistant,TheMetropolitan

MuseumofArt,U.S.A.)

BarbaraSTEPHEN(Associate

Director,RoyalOntarioMuse-

um,Canada)

PeterTHI肌E(Museumfuer

VoelkerkundeBerlin)

GeorgeMATHU(ナ イ ロビ大 学

ア フ リカ研 究 所 前 所長)

25日JosephNEEDHAM(Director,

EastAsianHistoryofScience

Library,GreatBritain)

Gwei-DjenLu(AssociateDi-

rector,EastAsianHistoryof

ScienceLibrary,GreatBritain)

5月9日 井上 光 貞(国 立 歴 史民 俗 博 物

館設 立 準 備 室 長)

JoegeA.ANs肌MI(Rector,

UniversidaddelaReptiblica,

Uruguay)

20日MarkT.ORR(ア メ リカ 合衆 国

・南 フ ロ リダ大 学 社 会 科 学部 長)

25日FrancisW.WEEKs(Professor,

BusinessandTechnicalWriting,

UniversityofIllinois,U・S・A・)

26日 西 田 嵩(北 九 州 市 立 美術 館

長)

6月1日 崔 涼 雨(大 韓 民 国 国 立 中央

博 物 館 長)

金 正 基(国 立 文 化 財 研 究 所

長)

厳 政 欽(民 族 学 博 物 館 設 立

事 務 局 長)

鄭 基 永(文 化 財 管 理 局 文 化

財 第 一 課 長)

鄭 在 鍾(国 立 中央 博 物 館 普

及 課 長)

大 野 晋 一(大 阪 市 立大 学 教 授)

2日 藤 間 生 太(熊 本 商 科大 学 教 授)

3日DidinS.SAsTRAPRADJA(イ ン

ドネ シア科 学 院 自然 科学 系 副 会

長)

HARSOJO(同 人 文 社 会 系 副会

長)

MuhammadiSiswoSoEDARMo

(同 技 術 系 副会 長)
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

1.国 立民族学博物館研究報告は,民 族学(文 化人類学)に 関する論文,資 料 ・研究ノー ト,調

査研究活動報告等 を掲載 ・発表することによ り,民 族学(文 化人類学)の 発展に寄与する もの

である。

2・国立民族学博物 館研究報告 に寄稿 することができ る者 は,次 の とお りとす る。

(1)国 立民族学博物館(以 下 「本館」という。)の教 官(客 員教授等を含む。)及 び本館の組織

運営に関与す る者

(2)本 館が受 け入れた各種研究員及び研 究協力者

(3)そ の他本館 において適 当と認 めた者

3.原 稿 を寄稿す る場合は,論 文,資 料 ・研究 ノー ト,調 査研究活動報告等の うち,い ずれであ

るかをその表紙 に明記する ものとす る。なお,こ の区分 についての最終的な調整は,国 立民族

学博物館研 究報告編集委員会(以 下 「編集委 員会」 とい う。)に おいて行 う。(編 集する場合 は,

原則 として論文及 び資料 ・研究ノー トを1段 組,そ の他の ものを2段 組 と して取 り扱 う。)

4・原稿執筆における使用言語は,日 本語,英 語,フ ランス語,ス ペイ ン語,ロ シア語,中 国語

及 び ドイツ語の うちいずれを用いて も差 し支えない。た だ し,そ の他 の言語を用い る場合は,

編 集委員会 に相談する ものとす る。

5.特 殊 な文字,記 号,印 刷方法等が必要な場合 は,編 集委員会 に相談す るものとす る。

6.寄 稿 する原稿が論文で,日 本語を使用する場合 は,原 則 として英文 により500語 程度の要 旨

を付ける ものと し,そ の他 の言語 によ る論 文の場合 は,編 集委員会 に相談 する もの とす る。な

お,寄 稿す る原稿 については,執 筆者名のローマ字表記及び原稿表題の英文を付記 しなければ

な らない。

乞 寄稿する原稿の枚数は,原 則 と して制限 しない。ただ し,編 集す る場合 は編 集委員会の判断

により,紙 数等 の関係か ら分割 して掲載す ることが ある。

&寄 稿する原稿 は,必 ず清書(欧 文の場合はタイプ)し,原 稿の写 し1部 を添付する ものとす

る。なお,図,表 のス ミ入れ,レ タ リングは,編 集委員会で処理 する。

9・寄稿 された原稿 は,審 査委員会において審査の うえ,採 否を決定する。なお,原 稿は,採 否

にかかわ らず原則 と して返却 しない。

10.稿 料 の支払い,掲 載料の徴収 は行 わない。

11.原 稿の執筆に当って は,別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 による。

12・原稿 の寄稿先及び連絡先 は,次 の とお りとす る。

〒565大 阪府吹田市千里 万国博 記念公園

国立民族学博物館 内

国立民族学博物館研究報告編 集委員会(電 話 代表06-876-2151)
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1.原 稿 は,200字 詰原稿用紙を使用 し,横 書 きとす る。

2.原 稿 は,図,表 を除 き,原 則 として黒 インクを使用する。

3.日 本語を使用 して執筆す る場合は,原 則 と して当用漢字,現 代かなつかいを用 いる。

4.旬 読点,括 弧,各 種記号等 は,原 則 として原稿用紙 のマス目1字 分の扱いをす る。

5.原 稿 中の年号,月 日及びその他 の数字 は,原 則 としてアラビア数字を用 いる。なお,年 号は,

原則と して西暦 とす る。

6.図 及び表 は,一 図,一 表 ごとに別紙 に書 き,本 文 とは別 に一括 して添付す るもの とす る。な

お,図,表 ごとに通 し番号(「 図1」,「 表1」 等の要領 により記入),図,表 名及び説明並びに

出典等を記 し,本 文原稿 の欄外には,そ れぞれのそ う入箇所を指定す るもの とす る。

7.写 真 は,写 りの明瞭 なもので,手 札判以上の大 きさに焼 き付 けた ものに限り,図 及び表の扱

いに準 じて通 し番号,説 明を付 けた うえ,そ う入箇所を指定す るもの とする。ただ し,カ ラー

写真は,原 則 として受 け付 けない。

8.本 文又 は脚注において文献を指示する場合 は,カ ギ括弧を付 け,著 者名,文 献刊行年次,引

用ページ数の順 に下記 の例 に従 って記載する。

[柳田1942:67-69]

[Leach1961:123]

[杉p田1942=67-69,1944;20-22;Leach1961:123]

ただ し,同 年次刊行物 の場合 は,ア ル ファベ ット順 によ り,下 記の ように記載す るもの とす る。

[柳田1942a:20-22][柳 田1942b=10]

9.脚 注は,一 つ一つ別紙 に記 し,通 し番 号を付 ける。なお,本 文中 に脚注をそ う入す る箇所に

は,脚 注の当該番号を記入 し,別 紙 の脚注 には,本 文のページ数を明記する ものとす る。

10.本 文及 び脚注において参照 した文献は,す べて原稿の末 尾にまとめて下記 の方法 により記入

す る。

(1)文 献 の配列は,著 者名 のアル ファベ ッ ト順 とす ること。

(2)文 献の記載は,著 者名,年 号,論 題(タ イ トル),誌 名,巻,号,出 版社 名の順 とす ること。

欧文の雑誌名及び単行本名 は,イ タ リック体 にす るため,原 稿 には下線を引 くこと。また,

ローマ字人名は,ス モール ・キ ャピタルとす るため,二 重下線を引 き,日 本文 の場合 は,論

題にカギ括弧,雑 誌 名及び単行本名に二重 のカギ括弧を付 けること。雑誌の巻数及び号数は,

原則 として アラビア数字 を用 いること。

(例)

論文の場合(1)

石 田英一郎

1948「 文化史的民族学成立の基 本問題」r民 族学研 究』13(4):311-33Q。

Bohannan,P.

1973RethinkingCulture:AProjectforCurrentAnthropologist.Current

Anthropology14(4):357-372.

論文の場合(2)

杉浦 健一

1942「 民間信仰の話」 柳 田国男編r日 本民俗学研究』 岩波書店,pp.117-143。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場 合

泉 靖 一

1966r文 明を もった生物』 日本放 送出版協会。

Murdock,GeorgeP.(ed.)

1960SocialStructureinSoutheastAsia.VikingFundPublicationsinAnthro-

pologyNo.29,Wenner-GrenFoundationforAnthropologicalResearch,Inc.

翻 訳 書 の 場 合

エ リア ー デ,M.

1974rシ ャー マ ニズ ム.古 代 的 エ クス タ シー技 術 』 堀 一 郎 訳 冬 樹社 。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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